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 海洋生物によるCO₂の吸収・貯留、いわゆるブルーカーボンは、カーボンニュートラル達成

に向けた重要なCO₂吸収源となる。北海道の港湾や沿岸域のブルーカーボンの取組みを推進す

るため、釧路港島防波堤の背後盛土に創出された藻場を対象としてCO₂貯留量の推計方法を整

理する。また、天然コンブ漁場において雑海藻駆除を行う場合のブルーカーボンの考え方を検

討する。 
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1.  はじめに 

 

 気候変動の緩和策として、大気中CO₂濃度上昇の抑制

が喫緊の課題となっており、ブルーカーボンによるCO₂

の貯留が世界的に注目されている。ブルーカーボンとは

藻場等の海洋生態系に取り込まれた炭素のことであり、

そのCO₂貯留のメカニズムは、光合成によって浅海域に

生息する海藻等が大気中のCO₂を取り込み、枯死後に有

機物として海底泥中等に埋没し、長期間分解されないこ

とによるものである。さらに、海中の海藻等から難分解

性の溶存有機物成分が放出させることによるものである。 

 一方、北海道開発局では、釧路港の島防波堤港内側に

おいて、浚渫土砂を有効活用した大規模な浅場を整備し

ており、水深1mのブロック天端上にコンブ等の海藻が

生育していることが確認されている(写真-1)。 

 そこで本研究では、釧路港島防波堤の現地調査等で得

られた海藻の湿重量等に基づく、ブルーカーボンによる

CO₂の貯留量を推計する。さらに、雑海藻駆除を行って

いる天然コンブ漁場のブルーカーボンによるCO₂の貯留

の考え方を整理する。 

 

写真-1  釧路港島防波堤の浅場における藻場の生育状況 

2.  研究の内容 

 

(1)   釧路港島防波堤のブルーカーボン貯留量の試算 

 桑江ら(2019) 1)は、ブルーカーボンの貯留量の算定方法

として、次式に示すとおり、単位面積当たりのCO₂の貯

留量を示す「吸収係数」と「藻場の面積」の掛け合わせ

を提案している。 

 

CO₂貯留量(t-CO₂/年) 

＝CO₂吸収係数(t-CO₂/ha/年)×藻場面積(ha) ･･･ 式(1) 

 

 また、式(1)の吸収係数は式(2)に、その各パラメータ

は表-1に示すとおりであり、単位面積当たりの海藻の持

つ炭素量を算出し、その炭素量に残存率を乗じてCO2換

算するものである。この残存率が、海底泥中に貯留され

たり、難分解成分の放出により貯留される炭素の割合と

なっている。 

 

 CO₂吸収係数(t-CO₂/ha/年)  

＝   湿重量(kg wet/m²) ×P/Bmax比 

×生態系への変換係数×残存率(％) 

×湿重乾重比(g dry/g wet)×炭素含有率(g-c/g dry) 

×CO₂分子量比           ･･･ 式(2) 

 

表-1  CO₂吸収係数の算定に用いたパラメータ一覧 

1.湿重量 年間最大の単位面積当たりの湿重量

2.P/Bmax比 年間生産量(生育する間に枯死・流出する生産量)と現存量の比

3.生態系への変換係数 海藻以外の微細藻類を含む植物プランクトン(一次生産者)の考慮

4.残存率 海底蓄積や難分解性海中蓄積による貯留割合

5.湿重乾重比 海藻の湿重量に対する乾燥重量の比

6.炭素含有率 乾燥した海藻に含まれる炭素(C)の含有率

7.CO₂分子量比 CO₂とCの分子量比(44/12＝3.67)

パラメータ項目 パラメータの説明
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 図-1は、釧路港島防波堤の断面図であり、浚渫土砂を

利用して天端高水深3mの背後盛土を造成し、ブロック

の設置により天端高水深1mとしている。防波堤の計画

延長は1,700mであり、2005年12月に実証区間として延長

100mの整備を完了し、水深1mのブロックの天端面積は

0.36ha(60m×60m=3,600m2)となっている。試験区間の整備

完了後の翌年の2006年から、潜水士による0.5m四方の枠

取り調査により海藻の出現種、湿重量等を観測している。

この現地調査等で得られた海藻の湿重量とともに、既往

の研究による式(2)の他のパラメータから吸収係数を算

定し、ブロックの天端面積を乗じてブルーカーボンの貯

留量を推計する。 

 

図-1  釧路港島防波堤の断面図 

 

(2)   雑海藻駆除による天然コンブ漁場のブルーカーボン

貯留量の考え方 

 ブルーカーボンによるCO₂貯留量について、カーボ

ン・オフセットとして企業がそのクレジットの購入を可

能とするJブルークレジットの取組がジャパンブルーエ

コノミー技術研究組合（JBE）により進められている。

JBEが発行しているＪブルークレジット®（試行）認証

申請の手引きVer.2.1（2022年9月発行、以降「JBE手引

き」）においては、天然岩礁における藻場再生の活動も

クレジット対象のプロジェクトとされており、ここでは

天然コンブ漁場における雑海藻駆除を藻場再生活動と想

定し、雑海藻駆除する場合の藻場の増加と漁獲する場合

の残存率の考え方を整理する。 

 検討においては、5haの仮想のコンブ漁場を想定し、

雑海藻駆除後に釧路港島防波堤のコンブ類やスジメの湿

重量年変化が発生すると仮定する。また、コンブ類やス

ジメを２年生海藻とし、２年目海藻のみ漁獲することと

し、１年目海藻は海底への貯留と海中への難分解性溶存

有機物の双方による残存率を、２年目海藻は漁獲するこ

とから海底への貯留が期待できないことから、海中への

難分解性溶存有機物のみによる残存率を考慮することと

する。なお、１年目と２年目海藻の割合は、雑海藻駆除

１年後は10:0とし、２年後以降は5:5と設定する。 

 

 

3.  釧路港島防波堤のCO₂貯留量 

 

(1)   海藻の繁茂状況 

 図-2は、2006年から2020年までの海藻の単位面積当た

りの湿重量の経年変化であり、主に観測されたナガコン

ブ等のコンブ類とスジメ別に示している。調査を開始し

た2006年から2010年にかけてはコンブ類が優占していた

が、2011年以降、コンブ類はほぼなくスジメが優占する

ようになり、海藻種の遷移が見られた。湿重量の値はブ

ロック設置後増加し、８年目（2013）以降低い値で推移

しているものの、ブルーカーボンによるCO₂貯留量の試

算においては、全期間の平均値である6.4kg/m2を用いる

こととする。 

 
図-2 釧路港島防波堤におけるコンブ科海藻湿重量 

 

(2)   CO₂貯留量の試算 

 式(2)の吸収係数を算定するためには、前述の湿重量

に加えて表-1に示す各パラメータの値を設定する必要が

あり、湿重量以外の各パラメータの値とその設定根拠を

表-2に示す。既往の研究では、P/Bmax比、湿重乾重比及

び炭素含有率については、釧路港島防波堤での優占繁茂

種であるコンブ類とスジメに大きな違いがなかったこと

から、既往の値の平均値を用いることとし、P/Bmax比

は2.7、湿重乾重比は0.17、炭素含有率は0.29とした。ま

た、生態系変換係数は1.5（コンブ類の平均的な値）、

残存率は11.3%（海藻藻場の平均的な値）とした。 

 調査結果による湿重量と上記のパラメータにより、釧

路港島防波堤の背後盛土に生育した藻場の吸収係数は

5.3 t- CO₂/ha/年と算定され、ブロック天端の面積0.36haを

乗じると、ブルーカーボンによるCO₂貯留量は1.9t- CO₂/

年と試算された。なお、ブロック天端の面積は将来

4.32haの整備が計画されていることから、整備が完了す

ると年間22.9ｔ程度のCO₂貯留が期待できる。 

 

表-2 CO₂貯留量の試算に用いたパラメータ値 

2.P/Bmax比 2.7 参考文献2)3)4)5)6)7)の平均値

3.生態系への変換係数 1.5 桑江ら(2019)1)の値

4.残存率 (%) 11.3 Krause-Jensen and Duarte(2016)8)

5.湿重乾重比 0.17 参考文献9)10)11)12)13)の平均値

6.炭素含有率 0.29 参考文献6)7)14)の平均値

7.CO₂分子量比 3.67 CO₂(分子量:44)÷C(分子量:12)

パラメータ項目 パラメータ値 設定根拠

 

 

(3)  森林のCO₂貯留量との比較 

 図-3は、2021年の日本国温室効果ガスインベントリ報

告書（国立環境研究所地球環境研究センター）15)に基づ
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き、1990年から2019年の森林面積(kha)及びCO₂貯留量(kt- 

CO₂)を示したものである。なお、森林のCO₂貯留量は生

体バイオマス、枯死木、リター(落ち葉)及び土壌の数値

モデルによる複雑な算出方法となっているが、ここでは

ブルーカーボンとの比較のため、CO₂貯留量を森林面積

で除した吸収係数を算出している。森林面積は大きく変

化しないものの、CO₂貯留量は2003年をピークに減少し

ており、これは老木の増加に伴い貯留量が減少したため

である。2019年の森林の単位面積当たりの吸収係数は

2.2t- CO₂/ha/年と推計され、釧路港島防波堤でのブルーカ

ーボンによる吸収係数が5.3 t- CO₂/ha/年であることから、

単位面積当たりのCO2貯留量は森林の2.4倍程度と考えら

れる。 

 

図-3 森林面積、CO₂貯留量、吸収係数の経年比較 

 

 

4.  天然コンブ漁場でのブルーカーボンの考え方 

 

 天然コンブ漁場で雑海藻駆除後の単位面積当たりの湿

重量は、図-2に示す釧路港島防波堤のブロック設置後の

コンブ類とスジメの経年変化を用いることとする。ブロ

ック設置後３年目に湿重量のピークとなり、その後減少

し、2015年に大きな値があるものの、設置後８年目の

2013年以降は概ね低い値で推移するようになる。このこ

とから、雑海藻駆除により藻場が増加する期間を７年と

し、雑海藻駆除を行わない場合のベースラインとなる湿

重量を2013年～2020年までの平均値4.85kg/m2とした。残

存率については、2022年3月釧路港島防波堤におけるCO₂

貯留量試算結果の公表後に発行された「JBE手引き

（2022年9月）」に基づき7.84％を用いることとするが、

漁獲対象の２年目海藻は海底貯留によるCO₂貯留が見込

めないことからJBE手引きに従い3.12％とした。吸収係

数のその他のパラメータについては、釧路港島防波堤の

値を用いることとする。 

これらのパラメータを用いて算出した雑海藻駆除の有

無の吸収係数とともに、それぞれに藻場面積5haを乗じ

て算定されるCO₂貯留量の差し引きにより雑海藻駆除に

よるCO₂貯留量を整理している。１年目、２年目及び７

年目についてはCO₂貯留量がベースラインより低く、負

の値となっているが、７年間のCO₂貯留量の増加分は

17.5t- CO₂と算出された。 

 

 

5.  まとめ 

 

 本研究では、釧路港島防波堤の背後盛土で創出された

藻場によるCO₂貯留量を試算するとともに、雑海藻駆除

を行っている天然コンブ漁場のブルーカーボンによる

CO₂の貯留の考え方を整理した。主要な結論は以下のと

おりである。 

 

(1)釧路港島防波堤の背後盛土で生息した藻場のCO₂貯留

量は1.9t- CO₂/年であり、単位面積当たりのCO2貯留量

は森林の2.4倍程度と試算された。 

(2)天然コンブ漁場において雑海藻駆除を行う場合のCO₂

貯留量について、漁獲時は海底貯留分の残存率を期待

しない方法を整理した。 

 

今後、今回の研究成果を基に、実際の天然コンブ漁場

において雑海藻駆除によるCO₂貯留量を算定し、Jブルー

クレジットの申請に向けた検討を行う予定である。 

 

 

表-3 ブルーカーボン貯留量の試算結果 

増加分

湿重量

(kg/m2)

吸収係数

(t-CO₂/ha)

湿重量※

(kg/m2)

吸収係数

(t-CO₂/ha)

1年 1.00 0.6 5.0 3.0 4.85 2.8 5.0 14.0 -11.0

2年 2.10 1.2 2.10 0.5 5.0 8.5 4.85 2.8 5.0 14.0 -5.5

3年 7.15 4.1 7.15 1.6 5.0 28.5 4.85 2.8 5.0 14.0 14.5

4年 4.35 2.5 4.35 1.0 5.0 17.5 4.85 2.8 5.0 14.0 3.5

5年 6.25 3.6 6.25 1.4 5.0 25.0 4.85 2.8 5.0 14.0 11.0

6年 5.05 2.9 5.05 1.2 5.0 20.5 4.85 2.8 5.0 14.0 6.5

7年 3.20 1.8 3.20 0.7 5.0 12.5 4.85 2.8 5.0 14.0 -1.5

合計： 17.5

CO₂貯留量

(t-CO₂)

CO₂貯留量

(t-CO₂)

駆除後経過年

雑海藻駆除を行った場合 雑海藻駆除を行わない場合（ベースライン）

１年目 ２年目
面積

(ha)

CO₂貯留量

(t-CO₂)

湿重量

(kg/m2)

吸収係数

(t-CO₂/ha)

面積

(ha)
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